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(57)【要約】
制御ハブとソーラー電力システムが開示される。一例の
ＰＶシステムは、複数のＰＶモジュールと、複数のＰＶ
モジュールに結合される制御ハブとを備える。制御ハブ
は、複数のインタフェースモジュールと、インタフェー
スモジュールに結合される処理装置とを含む。インタフ
ェースモジュールのそれぞれは、複数のＰＶモジュール
の異なる一つに結合される電力変換器を含む。処理装置
は、電力変換器に関連付けられたＰＶモジュールを制御
するように、電力変換器のそれぞれを制御するように構
成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のＰＶモジュールと、
　制御ハブを備え、
　前記制御ハブは、
　　複数のインタフェースモジュールであって、前記複数のインタフェースモジュールの
それぞれが前記複数のＰＶモジュールの異なる一つに結合される電力変換器を含む、複数
のインタフェースモジュールと、
　　前記インタフェースモジュールに結合される処理装置であって、前記電力変換器に関
連付けられた前記ＰＶモジュールを制御するように、前記電力変換器のそれぞれを制御す
るように構成される、処理装置と
　を含む光起電性（ＰＶ）システム。
【請求項２】
　前記処理装置は、前記電力変換器に関連付けられた前記ＰＶモジュールに対する最大電
力点を実質的に達成するように、前記電力変換器のそれぞれを個別に制御するように構成
される請求項１に記載のＰＶシステム。
【請求項３】
　前記処理装置は、前記複数のインタフェースモジュールの各電力変換器を、順次制御す
るように構成される請求項１に記載のＰＶシステム。
【請求項４】
　各電力変換器は、降圧コンバータ、昇圧コンバータ、及び降圧／昇圧コンバータの内の
少なくとも一つを含む請求項１に記載のＰＶシステム。
【請求項５】
　前記複数のＰＶモジュールは、１５個のＰＶモジュールから成るとともに、前記複数の
インタフェースモジュールは、１５個のインタフェースモジュールから成る請求項１に記
載のＰＶシステム。
【請求項６】
　前記複数のインタフェースモジュールのそれぞれは、前記電力変換器に結合されるコネ
クタを含む請求項１～５のいずれか一つに記載のＰＶシステム。
【請求項７】
　各ＰＶモジュールは、それぞれのインタフェースモジュールに関連付けられたコネクタ
を介して、それぞれのインタフェースモジュールに結合される請求項６に記載のＰＶシス
テム。
【請求項８】
　前記複数のインタフェースモジュール及び前記処理装置を、少なくとも部分的に囲う筐
体をさらに備える請求項７に記載のＰＶシステム。
【請求項９】
　前記筐体から伸張する複数のピグテールであって、各ピグテールが前記複数のコネクタ
の一つを含む、複数のピグテールをさらに備える請求項８に記載のＰＶシステム。
【請求項１０】
　各コネクタは、前記筐体から伸張する請求項８に記載のＰＶシステム。
【請求項１１】
　前記制御ハブは、メイン回路基板をさらに含み、
　前記複数のインタフェースモジュール及び前記処理装置は、前記メイン回路基板に備え
付けられる請求項１～５のいずれか一つに記載のＰＶシステム。
【請求項１２】
　前記複数のインタフェースモジュールの内の一つのインタフェースモジュールを含むモ
ジュール印刷回路基板（ＰＣＢ）をさらに備え、
　前記モジュールＰＣＢは前記メイン回路基板上でモジュールのコネクタに取り外し自在
に結合される請求項１１に記載のＰＶシステム。
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【請求項１３】
　前記モジュールのコネクタは、前記処理装置に通信を行うように結合される請求項１２
に記載のＰＶシステム。
【請求項１４】
　直流（ＤＣ）／交流（ＡＣ）インバータをさらに備える請求項１～５のいずれか一つに
記載のＰＶシステム。
【請求項１５】
　複数の光起電性（ＰＶ）モジュールを含むＰＶシステムのための制御ハブにおいて、
　複数のインタフェースモジュールであって、前記複数のインタフェースモジュールのそ
れぞれが、電力変換器と、前記電力変換器に結合されるとともにＰＶモジュールに結合す
るように構成されるコネクタとを含む、複数のインタフェースモジュールと、
　前記インタフェースモジュールに結合される処理装置であって、前記電力変換器に関連
付けられた前記ＰＶモジュールを制御するように、前記電力変換器のそれぞれを制御する
ように構成される、処理装置と
を含む制御ハブ。
【請求項１６】
　前記処理装置は、前記電力変換器に関連付けられた前記ＰＶモジュールに対する最大電
力点を実質的に達成するように、前記電力変換器のそれぞれを個別に制御するように構成
される請求項１５に記載の制御ハブ。
【請求項１７】
　前記処理装置は、前記複数のインタフェースモジュールの各電力変換器を、順次制御す
るように構成される請求項１５に記載の制御ハブ。
【請求項１８】
　各電力変換器は、降圧コンバータ、昇圧コンバータ、及び降圧／昇圧コンバータの内の
少なくとも一つを含む請求項１５に記載の制御ハブ。
【請求項１９】
　前記処理装置と、遠隔のコンピュータ装置との間の通信を促進するように構成される通
信インタフェースをさらに備える請求項１５に記載の制御ハブ。
【請求項２０】
　前記複数のインタフェースモジュールは１５個のインタフェースモジュールから成る請
求項１５に記載の制御ハブ。
【請求項２１】
　直流（ＤＣ）電圧バスをさらに備え、各電力変換器の出力部は前記ＤＣ電圧バスに結合
される請求項１５～２０のいずれか一つに記載のＰＶシステム。
【請求項２２】
　各電力変換器は、前記コネクタを介してＰＶモジュールからの入力電圧を受け入れ、前
記ＤＣ電圧バスに中間的な電圧を出力するように構成される請求項２１に記載の制御ハブ
。
【請求項２３】
　前記中間的な電圧は、前記入力電圧よりも小さい請求項２２に記載の制御ハブ。
【請求項２４】
　前記電力変換器は、前記ＤＣ電圧バスに直列に結合される請求項２２に記載の制御ハブ
。
【請求項２５】
　前記制御ハブからＤＣ電力を出力するように、前記ＤＣ電圧バスに結合される出力コネ
クタをさらに含む請求項２１に記載の制御ハブ。
【請求項２６】
　前記ＤＣ電圧バスに結合されるＤＣ／交流（ＡＣ）インバータをさらに備える請求項２
１に記載の制御ハブ。
【請求項２７】
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　メイン回路基板をさらに含み、
　前記複数のインタフェースモジュール及び前記処理装置は、前記メイン回路基板に備え
付けられる請求項１５～２０のいずれか一つに記載の制御ハブ。
【請求項２８】
　前記メイン回路基板は、前記処理装置に通信を行うように結合されるとともに、モジュ
ール印刷回路基板（ＰＣＢ）を受け入れるように構成されるモジュールのコネクタを少な
くとも一つ含む請求項２７に記載の制御ハブ。
【請求項２９】
　前記モジュールのコネクタに取り外し自在に接続される少なくとも一つのモジュールＰ
ＣＢを含み、
　前記少なくとも一つのモジュールＰＣＢは前記複数のインタフェースモジュールの一つ
を含む請求項２８に記載の制御ハブ。
【請求項３０】
　各インタフェースモジュールは、ＤＣ／交流（ＡＣ）インバータをさらに備える請求項
１５～２０のいずれか一つに記載の制御ハブ。
【請求項３１】
　複数の光起電性（ＰＶ）モジュールを含むＰＶシステムに組み合わされた請求項１５～
３０のいずれか一つに記載の制御ハブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１１年５月６日に出願された特許文献１に基づく優先権を主張する。こ
れにより、本開示全体は上記の出願全体を参照することにより組み込まれる。
【０００２】
　本開示は（光起電性システムとも言う）ソーラー電力システムに一般的に関連し、特に
、複数の光起電性モジュールに結合するための制御ハブに関連する。
【背景技術】
【０００３】
　本章は、必ずしも先行技術ではない、本出願に関連した背景技術の情報を提供する。
【０００４】
　様々な光起電性（ＰＶ）モジュールは、太陽からのソーラーエネルギーを利用して電気
エネルギーを生成することが知られている。ＰＶモジュールは、通常、ソーラーエネルギ
ー吸収板と、他のＰＶモジュールに接続するための接続箱と、制御部と、バッテリなどの
電力貯蔵部とを含む。制御部は、貯蔵部に最大限利用可能な電力を供給する最大電力点追
従（ＭＰＰＴ）機能を一般的に含む。接続箱と制御部はＰＶモジュールのフレーム内部に
備え付けられることが良く知られている。多数のＰＶモジュールは、増大した電力出力を
供給するために、それぞれのＰＶモジュールが制御部を含んでアレイに体系付けられ得る
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国仮特許出願６１／４８３５９６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本章は本開示の一般的な概要であって、本発明の全範囲又は本発明の特徴の全ての包括
的な開示ではない。
【０００７】
　本開示の一つの態様によると、光起電性（ＰＶ）システムが開示される。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　ＰＶシステムは、複数のＰＶモジュールと、複数のＰＶモジュールに結合される制御ハ
ブとを備える。制御ハブは、複数のインタフェースモジュールと、インタフェースモジュ
ールに結合される処理装置とを含む。インタフェースモジュールのそれぞれは、複数のＰ
Ｖモジュールの異なる一つに結合される電力変換器を含む。処理装置は、電力変換器に関
連付けられたＰＶモジュールを制御するように、電力変換器のそれぞれを制御するように
構成される。
【０００９】
　本開示の別の態様によると、複数の光起電性（ＰＶ）モジュールを含むＰＶシステムの
ための制御ハブが記載される。制御ハブは、複数のインタフェースモジュールと、インタ
フェースモジュールに結合される処理装置とを含む。複数のインタフェースモジュールの
それぞれは、電力変換器と、コネクタとを含む。コネクタは、電力変換器に結合されると
ともに、ＰＶモジュールに結合するように構成される。処理装置は、電力変換器に関連付
けられたＰＶモジュールを制御するように、電力変換器のそれぞれを制御するように構成
される。
【００１０】
　本発明の適用可能な更なる領域は、本明細書に与えられる記載から明らかとなる。本概
要における記載および特定の例は、説明のみを目的と意図しており、本開示の範囲を制限
することを意図していない。
【００１１】
　本明細書に記載される図面は説明目的のみのためであり、決して本開示の範囲を制限す
ることを意図していない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一つの例示の実施形態に係る光起電性（ＰＶ）システムのブロック図で
ある。
【図２】図１のＰＶシステムの一部のブロック図である。
【図３】別の例示の実施形態に係るＰＶシステムのブロック図である。対応する参照符号
は、図面を通して対応する部分を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　一つの実施形態によると、（光起電性システムとも言う）ソーラー電力システムは、図
１において図示され、概略符号１００で参照される。ソーラー電力システム１００は、制
御ハブ１０２と、（概略ＰＶモジュール１０４と言う）一連のＰＶモジュール１０４ａ～
１０４ｃとを含む。ＰＶモジュール１０４のそれぞれは、ソーラーエネルギーを直流（Ｄ
Ｃ）電気エネルギーに変換するように構成される。当業者に知られるように、電気エネル
ギーは、電流電圧曲線に応じてＰＶモジュール１０４のそれぞれによって生成される。電
流電圧曲線は、ＰＶモジュール１０４のそれぞれが、例えば日陰や埃などの特定の条件下
で最大の電力において動作している最大電力点（ＭＰＰ）を規定する。
【００１４】
　例示の実施形態において、制御ハブ１０２は（概略インタフェースモジュール１０６と
言う）複数のインタフェースモジュール１０６ａ～１０６ｃを含む。インタフェースモジ
ュール１０６のそれぞれは、（概略電力変換器１１０と言う）電力変換器１１０ａ～１１
０ｃと、ＰＶモジュール１０４のそれぞれ一つに結合されるコネクタ１１２ａ～１１２ｃ
とを含む。制御ハブ１０２は、電力変換器１１０のそれぞれを制御するように全てのイン
タフェースモジュール１０６に結合される処理装置１０８を含む。
【００１５】
　各電力変換器１１０は、ＰＶモジュール１０４から供給されるＤＣ電圧を、所望の電圧
及び／又は電流に変換するための如何なる適切な回路を含んでもよい。例えば、電力変換
器１１０は降圧コンバータ、昇圧コンバータ、降圧／昇圧コンバータ、電荷バランサ、及
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び／又は電力バランサなどを含んでもよい。この特定の実施形態において、電力変換器１
１０のそれぞれは降圧コンバータである。
【００１６】
　使用時において、電力変換器１１０はＰＶモジュール１０４から供給されるＤＣ電圧を
、所望の電圧に降圧する。電力変換器１１０のそれぞれは、関連付けられたＰＶモジュー
ル１０４を制御するために、処理装置１０８によって個別に制御される。より具体的には
、この特定の実施形態において処理装置１０８は、関連付けられたＰＶモジュール１０４
においてＭＰＰＴに実質的に達するように電力変換器１１０を制御するように構成される
。結果として、単一の制御ハブ１０２は複数のＰＶモジュール１０４から供給される電気
エネルギーを調整および／または最大化するように用いられてもよい。このように制御ハ
ブ１０２は、機能性を縮小することなく、多数のＰＶモジュールのそれぞれに関連付けら
れた個別のＭＰＰＴ制御部を置き換えてもよい。そうすることで、本明細書に記載された
制御ハブ１０２は、通信リンク、処理装置、電力供給部、ハウジング、及び／又はケーブ
ルなどの個数における縮小によって費用の節約を提供し得る。個々のＰＶモジュールのそ
れぞれにおける制御部の縮小及び／又は排除は、さらに、ＰＶモジュールの生産および／
またはテストにおける効率性を提供し得る。これに加え、又は代えて、本明細書に記載さ
れるソーラーシステムは、多数のＰＶモジュールに関連付けられた多様な機能を実行する
ための単一の制御ハブを提供することにより、サービスまたはアップグレードのための効
率性を提供し得る。
【００１７】
　処理装置１０８は、如何なる適切な手法によって電力変換器１１０を制御してもよい。
この特定の実施形態において、処理装置１０８は、個別のＰＶモジュール１０４がそのＭ
ＰＰにおいて、或いは実質的にＭＰＰに近接して動作していることを保証するために、時
分割の最大電力点追従（ＭＰＰＴ）を用いる。具体的には、処理装置１０８は、インタフ
ェースモジュール１０６のそれぞれに順次問い合わせて、ＰＶモジュール１０４が所望の
値域内で動作しているかどうか、判定する。一つまたはそれ以上のＰＶモジュール１０４
が所望の値域の外側ならば、処理装置１０８は関連付けられたインタフェースモジュール
１０６、特に関連付けられた電力変換器１１０と通信して、インタフェースモジュール１
０６の動作を変更する。処理装置１０８は、時間が経過しても所望の値域内でのＰＶモジ
ュールの動作を保証するように、インタフェースモジュール１０６のそれぞれを周期的に
ポーリングする。
【００１８】
　インタフェースモジュール１０６のそれぞれは、ＤＣ電圧バス１２１への出力部を提供
する。上記電圧バス１２１は制御ハブ１０２からの電力出力を供給するように出力コネク
タ１１４に結合される。より具体的には、電力変換器１１０のそれぞれは、上記コネクタ
１１４への総電力出力を供給するように直列に接続される。出力コネクタ１１４への総電
力出力は、個別のインタフェースモジュール１０６の出力の和に実質的に等しい。例えば
、電力変換器１１０のそれぞれが４０ＶＤＣの出力電力を生成するならば、制御ハブ１０
２の総出力電圧は略１２０ＶＤＣに実質的に等しい。
【００１９】
　当然ながら、他の実施形態において、異なる個数のインタフェースモジュール１０６及
び／又はＰＶモジュール１０４が含まれてもよい。インタフェースモジュール１０６及び
／又はＰＶモジュール１０４の個数は、潜在的にソーラー電力システムの電力の要求に基
づいて選択され得る。例えば、異なる個数のインタフェースモジュール１０６及び／又は
ＰＶモジュール１０４は、６００ＶＤＣ，１０００ＶＤＣ，又はその他の電圧／電流の要
求を供給するために含まれ得る。これに加えて、又は代えて、多数のソーラー電力システ
ムは、電力の要求を達成するために、共に結合されてもよい。一つの例示の実施形態にお
いて、制御ハブ１０２は１５個のＰＶモジュール１０４に結合された１５個のインタフェ
ースモジュール１０６を含み、各インタフェースモジュールが４０ＶＤＣを供給してもよ
い。インタフェースモジュール１０６の直列接続は、６００ＶＤＣの出力電圧を供給する
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。明らかなように、ＰＶモジュール１０４のそれぞれは４０ＶＤＣのみ供給するので、各
個別のインタフェースモジュール１０６は、制御ハブ１０２の６００ＶＤＣの高電圧出力
ではなく４０ＶＤＣに渡って接続される。
【００２０】
　出力コネクタ１１４は、ＰＶモジュール１０４からの電気エネルギーを供給するように
、エネルギー貯蔵装置１１６，電気グリッド１１８，及び／又は双方に結合されてもよい
。エネルギー貯蔵装置１１６は、限定する意味合いではなく、一つ又はそれ以上のバッテ
リ、キャパシタ、又は電気エネルギーを貯蔵するためのその他の適切な装置を含んでもよ
い。電気グリッド１１８に結合されるとき、制御ハブ１０２は、ＤＣ／ＡＣインバータ１
２０を介して電気グリッドに結合されてもよい。ＤＣ／ＡＣインバータ１２０は、コネク
タ１１４において制御ハブ１０２から供給される総電圧出力からの如何なるＡＣ電圧を生
成するのに適していてもよい。少なくとも一つの実施形態において、ＤＣ／ＡＣインバー
タ１２０の設計は、制御ハブ１０２から供給される、実質的に既知で固定の電圧に基づい
て簡略化されてもよい。さらには様々な実施形態において、制御ハブ１０２は、例えば乱
調状態などの、電力変換器１１０とＤＣ／ＡＣインバータ１２０との間の負の相互作用を
回避するように構成されてもよい。
【００２１】
　少なくとも一つの実施形態において、一つ又はそれ以上のインバータは、制御ハブに組
み込まれてもよい。より具体的には、ＤＣ／ＡＣインバータは、モジュールのレベルにお
いてＡＣ出力部を提供するために、インタフェースモジュール１０６に含まれてもよく、
或いはハブのレベルにおいてＡＣ出力部を提供するためにＤＣ電圧バス１２１と出力コネ
クタ１１４との間に接続されてもよい。そのようなインバータは、マイクロインバータ、
ストリングインバータ、又はその他の適切なインバータなどを含み得る。
【００２２】
　図１に図示されるとおり、制御ハブ１０２は通信インタフェース１２２とネットワーク
コネクタ１２４を含む。通信インタフェース１２２は、ネットワーク１２６へ、及び／又
はネットワーク１２６からネットワークコネクタ１２４を介して通信を提供するように、
処理装置１０８に結合される。ネットワーク１２６は、ＷＡＮ，ＬＡＮ，有線ネットワー
ク、無線ネットワーク、及び／又はセル方式のネットワークなどを含んでもよい。制御ハ
ブ１０２は、ネットワーク１２６と通信する他の装置へ、及び／又はネットワーク１２６
と通信する他の装置から通信することができてもよい。この特定の実施形態において、制
御ハブ１０２は、通信インタフェース１２２とＤＣ電圧バス１２１との間に結合されるカ
プラ１２３を含む。カプラ１２３は、制御ハブ１０２へ、及び／又は制御ハブ１０２から
電力線通信を提供するように、ＤＣ電圧バス１２１と相互作用するように構成される。そ
のような実施形態において、ネットワーク１２６は電気グリッド１１８を含む。
【００２３】
　処理装置１０８は、制御ハブ１０２の一つ又はそれ以上の動作パラメータをモニタする
ように構成される。更には、処理装置１０８は、ＰＶモジュール１０４のそれぞれからの
一つ又はそれ以上の動作パラメータをモニタ及び／又は受信するように構成される。動作
パラメータは、限定する意味合いではなく、電圧、電流、温度、ＰＶモジュール１０４の
方向などを含んでもよい。これに応じて、処理装置１０８は、通信インタフェース１２２
と組み合わせて、モジュールのレベル及び／又はハブのレベルにおいてネットワーク１２
６を介してシステムモニタリングを提供し得る。これに加えて、又は代えて、処理装置１
０８は、ネットワーク１２６と通信する別の装置からの一つ又はそれ以上のコマンドを受
信してもよい。具体的には例えば、処理装置１０８は、ソーラー電力システム１００の総
電力出力を縮小するように、及び／又はソーラー電力システム１００を遮断するように、
ユーザによってコマンド命令されてもよい。
【００２４】
　インタフェースモジュール１０６を制御することに加えて、様々な他の機能が処理装置
１０８によって実行されてもよい。例えば、処理装置１０８は、温度条件、（たとえばＬ
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ＥＤなどの）制御状況インジケータ、及び／又は貯蔵動作パラメータなどをモニタするよ
うに構成されてもよい。少なくとも一つの実施形態において、処理装置１０８は、一つ又
はそれ以上のＰＶモジュール１０４の方向を制御するように構成され得る。具体的には、
ＰＶモジュール１０４が（図示されない）追跡システムに備え付けられるとき、処理装置
１０８は、空を渡る太陽を追跡するようにＰＶモジュール１０４の方向を制御してもよい
。空を渡る太陽を、効率的に及び／又は効果的に追跡するのに、別の装置との通信が必要
であっても、処理装置１０８は通信インタフェース１２２を利用し得る。そうすると、追
跡システム専用である、単独の通信チャンネルが省略され得る。
【００２５】
　制御ハブ１０２は、屋外環境においてＰＶモジュール１０４と共通に配置されてもよい
し、ＰＶモジュール１０４から遠隔に配置されてもよい。制御ハブ１０２は、追跡システ
ム、ラック、又は一連のＰＶモジュールに近接した、若しくは一連のＰＶモジュールから
遠隔の、その他の適切な構造に備え付けられてもよい。例示の実施形態において、制御ハ
ブ１０２は、処理装置１０８、通信インタフェース１２２、及び電力変換器１１０を囲う
筐体１２５を含む。筐体１２５は、湿気、埃、破片、及び／又は天候条件などから、制御
ハブ１０２の一つ又はそれ以上の要素を防護するように構造化され得る。図１に示される
とおり、コネクタ１１２は筐体１２５内部に実質的に含まれ、にもかかわらずＰＶモジュ
ール１０４に結合するためのアクセスが可能である。コネクタ１１２は、それぞれの電力
変換器に対するＰＶモジュールの一つに結合するための、如何なる適切なタイプのコネク
タであってもよい。例えば、コネクタ１１２は、ＭＣ３コネクタ、ＭＣ４コネクタ、及び
／又はその他の適切なコネクタを含んでもよい。
【００２６】
　処理装置１０２は、限定する意味合いではなく、一つ又はそれ以上の中央演算処理装置
、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、論理回路装置、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、プログラマブルゲートアレイ、及び本明細書に記載されたとおりの動作を為
し得る如何なるその他の装置を含んでもよい。
【００２７】
　図２は（筐体１２５のない）制御ハブ１０２を図示する。図示のとおり、制御ハブ１０
２は、メイン印刷回路基板（ＰＣＢ）１２８を含む。処理装置１０８と通信インタフェー
ス１２２は、メインＰＣＢ１２８に結合される。更には、インタフェースモジュール１０
６ａ，１０６ｂは、メインＰＣＢ１２８に結合される。具体的には、（図示されない）電
力変換器１１０ａ，１１０ｂ，及びコネクタ１１２ａ，１１２ｂは、メインＰＣＢ１２８
にはんだ付けされ、及び／又はさもなくば、実質的に永続的に接続される。対照的に、イ
ンタフェースモジュール１０６ｃは、モジュールＰＣＢ１３１を含む。モジュールＰＣＢ
１３１は、ＰＣＢ１２８のコネクタ１３２にプラグインされるように構造化される。イン
タフェースモジュール１０６ｃがコネクタ１３２にプラグインされるとき、インタフェー
スモジュール１０６ｃは、処理装置１０８及びインタフェースモジュール１０６ａと１０
６ｂに電気的に結合される。
【００２８】
　このように、インタフェースモジュール１０６Ｃは制御ハブ１０２から取り外し可能で
ある。結果として、インタフェースモジュール１０６ｃは、制御ハブ１０２に最小限の影
響を伴うメンテナンス、交換、及び／又はアップグレードのために、取り外され得る。さ
らには、インタフェースモジュール１０６ｃがコネクタ１３２にプラグインされるとき、
処理装置１０８はインタフェースモジュール１０６ｃの付加を自動的に認識してもよく、
これに応じてその動作を調整する。逆に、インタフェースモジュール１０６ｃがコネクタ
１３２から取り外されるとき、処理装置１０８はインタフェースモジュール１０６ｃの取
り外しを自動的に認識してもよく、これに応じてその動作を調整する。
【００２９】
　当然ながら、他の制御ハブの実施形態において如何なる個数のインタフェースモジュー
ル１０６が含まれてもよい。インタフェースモジュール１０６の全て又は一部は取り外し
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自在に受け入れられてもよく、これによりインタフェースモジュール１０６ｃと同様とな
る。これに加えて、又は代えて、インタフェースモジュール１０６の全て又は一部は、制
御ハブ内部に実質的に永続的に固定されてもよく、これによりインタフェースモジュール
１０６ａと１０６ｂと同様となる。
【００３０】
　図３は、別の例示の実施形態に係るソーラーエネルギーシステム２００を図示する。ソ
ーラー電力システムは、制御ハブ２０２と、（概略ＰＶモジュール２０４と言う）一連の
ＰＶモジュール２０４ａ，２０４ｂを含む。制御ハブ２０２は、筐体２２５から伸張する
（概略ピグテール２３４と言う）多数のピグテール２３４ａ，２３４ｂを含む。ピグテー
ル２３４の一端は、（概略コネクタ２１２という）コネクタ２１２ａ，２１２ｂにおける
筐体２２５の外側で終端となる。ピグテール２３４の他端は、ＰＶモジュール２０４から
それぞれの（概略インタフェースモジュール２０６と言う）インタフェースモジュール２
０６ａ，２０６ｂへ電力を供給するように、制御ハブ２０２の筐体２２５内部にて終端と
なる。一つの例示の実施形態においてピグテール２３４は、長さ四（４）から十二（１２
）インチ、又はコネクタ２１２とＰＶモジュール２０４との間の効率的な結合を許容する
ような別の長さであってもよい。ピグテール２３４は、制御ハブ２０２の（図示されない
）メインＰＣＢ、またはインタフェースモジュール２０６の（図示されない）モジュール
ＰＣＢにおいて（例えばはんだ付け又はクリンプなどで）終端にされてもよい。この特定
の実施形態において、各ピグテール２３４はそれぞれのインタフェースモジュール２０６
のモジュールＰＣＢにはんだ付けされる。各モジュールＰＣＢは、電力変換器を含み、こ
れにより以上の記載と同様となる。
【００３１】
　当然ながら、図１のケーブル１３０、図３のケーブル２３０、及び／又はピグテール２
３４は、ＡＷＧ１０ワイヤ、ＡＷＧ１２ワイヤ、ＡＷＧ１４ワイヤ、又はＰＶモジュール
１０４，（又は）２０４から制御ハブ１０２，（又は）２０２に供給される電気エネルギ
ーを取り扱うのに十分な許容量の、その他の厚みのワイヤを含んでもよい。
【００３２】
　本明細書は、最良の形態を含む本発明を開示するための例を用いており、当業者が、装
置又はシステムを作製すること、使用すること、そしていかなる組み込まれた方法を実行
することを含む、本発明を実施することができるための例も用いている。本発明の特許を
受けることができる技術的範囲は、特許請求の範囲によって規定され、そして当業者に自
明である他の例を含み得る。そのような他の例は、請求項の文言と相違ない構成要素を有
するならば、或いは請求項の文言と実質的に相違ない等価な構成要素を含むならば、特許
請求の範囲内にあると意図される。
【符号の説明】
【００３３】
　　１００　ソーラー電力システム
　　１０２　制御ハブ
　　１０４　ＰＶモジュール
　　１０６　インタフェースモジュール
　　１０８　処理装置
　　１１０　電力変換器
　　１１２　コネクタ
　　１１４　出力コネクタ
　　１１６　エネルギー貯蔵装置
　　１１８　電気グリッド
　　１２０　ＤＣ／ＡＣインバータ
　　１２１　ＤＣ電圧バス
　　１２２　通信インタフェース
　　１２３　カプラ
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　　１２４　ネットワークコネクタ
　　１２５　筐体
　　１２６　ネットワーク

【図１】 【図２】

【図３】
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